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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦長の剛体構造でかつボード上半部の首当て部が放物線形状であって、しかもボード下
半部がヒンジで縦に二つ折りできる形状をなし、これをバックル付きのベルトを用いて既
存の車椅子の背もたれ部分に取付けることができ、かつ車椅子が折り畳まれるときも一緒
に畳めるものであるが、このボード上半部の首当て部には面ファスナーで数個に割れるよ
うになった半楕円形の袋体が設けてあって、この中に小さく折り畳まれた防災フードが小
型ボンベの圧縮ガスの膨張で瞬時に飛び出すよう格納されているが、その防災フードのエ
アバッグに取付けられたボンベ開放装置は、剛体の基板上にワイヤ差動二重リール及びワ
イヤ保持部そしてスペーサー等を搭載して一体化した防災フード機構をなし、ここからワ
イヤが車椅子どちらかの肘掛部に面ファスナー付きのベルト等で取付けられる操作部に達
するようにさせて、災害発生時に操作部を手で押せば瞬発的に膨張して防災フードを頭上
に形成することを特徴とした瞬発膨張防災フードを備えた車椅子用背面ボード。
【請求項２】
膨張した防災フードの浮力により車椅子が水没した場合、防災フード機構を格納する半楕
円形の袋体が車椅子用背面ボードから容易に離脱するように構成されてなる請求項１に記
載の瞬発膨張防災フードを備えた車椅子用背面ボード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、車椅子の折り畳み時に一緒に折り畳めるような機構であって、かつ、瞬時に
ガス充填が可能な防災フードを有する車椅子用背面ボードに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　地震や火事などの災害時には頭上からの落下物から頭部を保護するために防災フードが
よく用いられる。しかし、車椅子を利用している身体的弱者にとって、短時間での避難行
動や防災フードを被るなど瞬時の対応ができなくて被害に遭う人達も少なくなかった。そ
のために普段から車椅子を利用する身体的弱者のために身を守る工夫もされた車椅子もあ
った。災害時に、あらかじめ車椅子の背もたれ部分の袋体に装着してある小さく折り畳ま
れた防災フードを自らの手で瞬時に膨らまして頭部に装着できるというものである。
【０００３】
　これは特許文献１（特開２０１１－６７３８７）に記載されるものである。普段から車
椅子の背もたれ部分に取付けられ、面ファスナーで閉止された開閉自在な開口を備えた袋
体の中に折り畳んで収納される防災フードがあって、災害時には使用者自らボンベ開放装
置の紐を強く引いて小型ボンベの圧縮ガスをエアバッグに瞬時に供給して膨らませ、車椅
子使用者の頭上に防災フードを形成させるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－６７３８７
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の技術でも述べたように、車椅子を利用している身体的弱者にとって、災害時のリ
スクは健常人よりも大きい。だからこそ普段から対策を考慮されなければならないのだが
、特許文献１に示されるアイデアはその要求に応える優れたものといえる。だがいくつか
の課題もある。具体的にいうと、常に背もたれに小型ボンベの圧縮ガスで瞬時に防災フー
ドを形成できるように工夫された車椅子だが、車椅子に乗っている人が自ら紐を引いてエ
アバッグを膨らませるにはやや不確実性があった。紐は滑車によって下向きに変えられる
ようにはなっているが、引く方向が悪かったり引く力が弱いと小型ボンベの噴出孔を一気
に開口できず、結果として正常に防災フードを形成させることができなかったりする可能
性があった。つまり旅客機の救命胴衣のように胸の前に引き紐がある場合は紐の方向を変
えるなどの要素も無く構造が単純なので、ボンベ開放装置のレバーの回動がほぼ同一平面
状で行われるのでほとんど正常に作動するが、特許文献１の構造では、背もたれ部分は布
等でできており当然エアバッグ及び滑車を保持する剛体構造も無いので紐を引いたときに
それぞれが引っ張られて動き、結果として引く力が弱くなり作動不良が起こりやすいとい
うものである。
【０００６】
　又、背もたれ部分の袋体は、車椅子に乗っている人の体重が重ければ背中の圧力に邪魔
されて瞬時に袋体からエアバッグが飛び出さず正常な防災フードを形成させることがまま
ならないケースも想定される。
【０００７】
　更には圧縮ガスによって形成された防災フードと車椅子使用者の頭の位置関係は重要で
あるが、膨らませないまま想像で調整するのは容易とはいえなかった。
【０００８】
　又、車椅子はそのままでは嵩張る、場所をとるということもあり折り畳み式になってい
るものが多いが、特許文献１の防災フードが収納された背面ボードごと折り畳める構造で
はなかった。
【０００９】
　もっと言えば、現在使用中の普通の車椅子には対応できないと言う問題点も指摘できる
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。
【００１０】
　津波や洪水などで溺れる危険があった場合には、最終段階まで紐を引けば紐が自然とボ
ンベ開放装置のレバーから外れるとなっているが、エアバッグを背面ボードに係止するス
ナップも全て外さなければ分離しない。
【００１１】
　本発明はこのような実情に鑑み、現在使用中の車椅子にも容易に設置できてしかも折り
畳みにも対応でき、かつ車椅子に乗ったままでも自分自身の意思で容易かつ瞬時に折り畳
まれた防災フードを頭上に形成させ得ると同時に洪水や津波の場合にも救命浮きとして使
えるような瞬発膨張防災フードを備えた車椅子用背面ボードを広く提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の瞬発膨張防災フードを備えた車椅子用背面ボードは、縦長の剛体構造でかつボ
ード上半部が半楕円形であって、しかもボード下半部がヒンジで縦に二つ折りできる形状
をなし、これをバックル付きのベルト等を用いて既存の車椅子の背もたれ部分に取付ける
とき、取り付けが容易で高さも調節可能で、車椅子が折り畳まれるときも一緒に畳めるも
のにし、この判楕円形をしたボード上半部には面ファスナーで数個に割れるようになった
やはり半楕円形の袋体が設けてあって、この中に小さく折り畳まれた防災フードが小型ボ
ンベの圧縮ガスの膨張で瞬時に飛び出すよう格納されているが、その防災フードのエアバ
ッグに取付けられたボンベ開放装置は二重滑車及びワイヤ保持部等が固定されて搭載した
基板の同一平面上に固定されて一体化した防災フード機構をなし、ここからワイヤが車椅
子どちらかの肘掛部に面ファスナー付きのベルト等で取付けられる操作部に達するように
させて、災害発生時に操作部を手で押せば瞬発的に膨張して防災フードを頭上に形成する
ことを特徴とするものである。
【００１２】
　ここで、この防災フードは、頭上部と顔の両側面を覆う第一のエアバッグと、この第一
のエアバッグと連通する後頭部から背中上部を覆う第２のエアバッグとを有する構成にし
てもよい。又、防災フード機構の背面と袋体の内部とが、ウレタンフォームなどのスペー
サーを介して面ファスナーで固着される構成でもよい。こうすれば使用可能になった防災
フードを袋体から背面ボードから取り外すことができる。操作部が面ファスナー付きベル
トで固定される場合はベルトの面ファスナーを剥がせばよい。もちろん固定してなくても
かまわない。
【００１３】
　なおかつ、車椅子が洪水や津波などにより水没する場合に、使用可能になった防災フー
ドの浮力でボード上部から容昜に分離できるようにすれば救命浮き具ともなりうる。
【００１４】
　更には、背中が当たる背面をソフトなパッドでカバーすれば使用感が向上する。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の瞬発膨張防災フードを備えた車椅子用背面ボードによれば、既存の車椅子に取
り付けられてしかも折り畳みにも対応でき、かつ手元の操作レバー部で確実に防災フード
を瞬発膨張させるという優れた効果を奏し得る。
【発明を実施するための最良の形態】

【実施例】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態を図１から図８に基づいて説明する。ボード本体７は軽量で
丈夫な５ｍｍ程度の木製ボードか３ｍｍくらいの金属板、もしくは樹脂板を用いるが、そ
の上部は放物線形状をなすとともに下半部は中心で折り畳めるようヒンジ構造をなす。下
半部の両サイドには複数のベルト通し穴２２を設けて車椅子の背もたれ１１に設置すると
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きに高さ調節ができるようにする。又、下半部にはソフトなパッド９をそれぞれ二個取り
付ける。パッド９は内部に発泡体を入れたもので厚さは１５ｍｍ程度あればよく、スナッ
プ等で固定される。ボード全体は感触を浴するために電気植毛加工しても良い。バックル
Ａ２９及びバックルＢ３０を有するベルト６は、車椅子１０ごと折り畳むときに同時に折
れてくれるように取り付ける。ベルト６は３０ｍｍ幅程度の、アクリル樹脂もしくはポリ
エステル樹脂の丈夫なものを用いる。バックルは頑丈な樹脂のものを用いる。折り畳み部
を支えるストッパー２３は負荷がかかるので金属板を用いるのがのぞましい。防災フード
を収めた袋体２は丈夫な布を用いてボード本体７の上部の放物線形状に被せるような構造
となる。袋体はボード本体７の上部を受け入れて収納する部分と、袋体カバーＡ２４と袋
体カバーＢ２５及び袋体下部２６とをそれぞれを面ファスナー２７で重ねて張り合わせて
袋にする部分とで構成される。後者は、内面にやはり面ファスナー２７で防災フード機構
３を取り付けて固定し、ワイヤ８で導かれた操作レバー部４の操作によりボンベ開放装置
１５が作動して折り畳んだエアバッグ２１が瞬時に膨張して、袋体カバーＡ２４と袋体カ
バーＢ２５及び袋体下部２６とを繋ぐ面ファスナー２７を一気に押し開けるように構成さ
れる。防災フードを収めた袋体２は複数のスナップ１７でボード本体７と係止される。図
８の請求項２に記載される瞬発膨張防災フードを備えた車椅子用背面ボード１では、防災
フードを収めた袋体２が水の浮力でボード本体７から自然に離脱しなければならないので
、係止手段は用いない。防災フード機構３から出るワイヤ８は、車椅子１０に座った人の
好みにより左右どちらかの手でも使えるような長さを持たせる。又、操作レバー部４はベ
ルトで車椅子１０の肘掛に固定できるようにしてもよく、あるいは固定せず手で持つよう
にしてもかまわない。但し、図８の請求項２に記載される瞬発膨張防災フードを備えた車
椅子用背面ボード１では、防災フードを収めた袋体２が水の浮力で離脱しやすくなってい
るのでそれにあわせて操作レバー部４も容易に離脱できるようにするのが望ましい。防災
フード機構３は、概ね半円形状をした防災フード機構基板２８の上にボンベ開放装置１５
と二重滑車１４及びワイヤ保持部１９そしてソフトスペーサー２０とを平面状に配置した
もので、手元の操作レバー部４で確実にボンベ開放装置１５を作動させる。防災フード機
構基板２８に穿った穴を通してエアバッグ３２のバルブ３１をボンベ開放装置１５にしっ
かり固定させるが、ボンベ開放装置１５も動かないように保持される。ボンベ１６の装着
が容易になるように防災フード機構基板２８の一部を切り欠いてもかまわない。ボンベ開
放装置１５と二重滑車１４の大きい滑車とはワイヤで連接されるが、滑車の所定位置に固
定される。ボンベ開放装置１５のレバーを引き戻すためのスプリング１８が設置される。
操作レバー部４に連接するワイヤ保持部１９から出るワイヤは二重滑車１４の小さい滑車
に固定される。これは操作レバー部４のレバーの回動によるワイヤの引っ張り距離よりも
ボンベ開放装置１５のレバーを引くワイヤの引っ張り距離のほうが大きいためこのような
手段をとる。二重滑車１４は木製でも金属でもかまわないが軽量が望ましい。二重滑車１
４の大きさは、ボンベ開放装置１５のレバーの有効な回動と操作レバー部４の有効な回動
が確実に実現できる条件で決定される。ワイヤ保持部１９はコンパクトにするため曲げら
れるワイヤ８を防災フード機構基板２８に固定するためのものである。折り畳んだエアバ
ッグ２１は膨張時に適切な防災フード３３の形状をなさせるために所定の方法で畳まれて
ある。ソフトスペーサー２０は、厚さ３０ｍｍ程度の樹脂発泡体を用いて、防災フード機
構基板２８とは接着剤で接合されるが、その片面には面ファスナー２７が貼り付けられて
いて袋体に設置された面ファスナー２７と接合できるようになっている。ソフトスペーサ
ー２０は同時に、ボンベ開放装置１５のレバーの回動に支障をきたさないようにスペース
を確保する機能を有する。ソフトスペーサー２０は大小含め複数あってもかまわない。瞬
発膨張防災フードを備えた車椅子用背面ボード１の幅は、一般に普及している車椅子１０
の座面１２の幅に対応できる寸法が望ましい。
【産業上の利用可能性】
【００１７】
　本発明は、車椅子を必要とする身体的弱者用の介護及び防災用品としても優れているた
めに産業上の利用価値は極めて高い。
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【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】　本発明の請求項１記載の瞬発膨張防災フードを備えた車椅子用背面ボードの構
成外観を示す正面図である。
【図２】　本発明の請求項１記載の瞬発膨張防災フードを備えた車椅子用背面ボード下半
分を折り畳んだときの正面図である。
【図３】　本発明の請求項１記載の瞬発膨張防災フードを備えた車椅子用背面ボードの防
災フード内部を示す正面図である。
【図４】　本発明の請求項１記載の瞬発膨張防災フードを備えた車椅子用背面ボードを車
椅子に装着したときの斜視図である。
【図５】　本発明の請求項１記載の瞬発膨張防災フードを備えた車椅子用背面ボードを車
椅子に装着して防災フードを形成したときの斜視図である。
【図６】　本発明の請求項１記載の瞬発膨張防災フードを備えた車椅子用背面ボードの防
災フード機構を正面から示す図である。
【図７】　本発明の請求項１記載の瞬発膨張防災フードを備えた車椅子用背面ボードの防
災フード機構を裏面から示す図である。
【図８】　本発明の請求項２記載の瞬発膨張防災フードを備えた車椅子用背面ボードの防
災フード機構が袋体ごと容易に離脱できることを示す図である。
【符号の説明】
【００１９】
１　　瞬発膨張防災フードを備えた車椅子用背面ボード
２　　防災フード機構を収めた袋体
３　　防災フード機構
４　　操作レバー部
５　　折り畳み部
６　　ベルト
７　　ボード本体
８　　ワイヤ
９　　パッド
１０　車椅子
１１　車椅子の背もたれ
１２　座面
１３　ハンドル
１４　二重滑車
１５　ボンベ開放装置
１６　ボンベ
１７　スナップ
１８　スプリング
１９　ワイヤ保持部
２０　ソフトスペーサー
２１　折り畳んだエアバッグ
２２　ベルト通し穴
２３　ストッパー
２４　袋体カバーＡ
２５　袋体カバーＢ
２６　袋体下部
２７　面ファスナー
２８　防災フード機構基板
２９　バックルＡ
３０　バックルＢ
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３１　バルブ
３２　エアバッグ
３３　防災フード
３４　ヒンジ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】
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【図７】

【図８】
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